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技術者からの視点

固
有
技
術
の
高
品
質
化
で

危
機
を
乗
り
越
え
る

現
在
、
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
の
「
品
質
」
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
世
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ま
か
ら
22
年
前
の
、
１
９
８
９
年
の

米
誌
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
』
で

は
、「
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
、

少
数
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
作
品
は
あ
る
も
の
の
、
全
体

と
し
て
は
『
中
世
』
で
あ
る
。
職
場
で
、
専
用
パ
ソ

コ
ン
を
与
え
ら
れ
て
い
る
人
は
限
ら
れ
て
い
る
」
と

評
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
品
質
」
は
、
20
年
で
、
先
進
国
に

追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
る
と
、
新
興
国
に
追
い
越
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
分
野
は
、
技
術
革

新
が
速
く
、
追
い
越
し
、
追
い
越
さ
れ
る
時
間
は
も

っ
と
短
い
。「
品
質
神
話
」
に
満
足
し
て
い
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
「
神
話
」
の
世
界
に
置
き
去
り
に

さ
れ
て
し
ま
う
。
最
近
、
多
く
の
分
野
で
韓
国
や
中

国
に
遅
れ
を
と
っ
て
お
り
、
日
本
の
産
業
は
危
機
的

な
状
態
に
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
で
も
我
々
は
、
数
歩
先
を
走
っ
て
い
る
固
有

技
術
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン
の
例
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
優
れ
た
先
端

技
術
を
核
と
し
て
、「
高
い
品
質
」
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
が
、
危
機
を
乗
り
越

え
る
最
良
の
策
だ
と
考
え
る
。

「
品
質
」
は
、
顧
客
の

信
頼
に
よ
り
決
ま
る

こ
こ
で
、「
品
質
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
考
え

て
み
よ
う
。

日
本
が
世
界
を
先
導
し
た
の
は
「
品
質
管
理
」
で

あ
る
。「
品
質
管
理
」
は
、
決
め
ら
れ
た
「
品
質
」

の
も
の
を
つ
く
る
と
こ
ろ
に
力
点
が
あ
る
が
、「
品

質
」
を
決
め
る
の
は
設
計
技
術
者
で
あ
る
。

「
品
質
」
は
、
設
計
者
の
技
術
的
興
味
や
、
企
業

の
営
業
政
策
か
ら
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
製

品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
顧
客
の
信
頼
を

得
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
決
め
ら
れ
る
。「
よ
い
品

質
」
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
見
地
か
ら
、
決
め

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
機
械
製
品
で
は
、
長
寿
命
が

「
よ
い
品
質
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

１
９
１
７
年
に
完
成
し
た
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
郊
外

ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
台
の
直
径
１
０
０
イ
ン
チ
（
約

２
・
５
メ
ー
ト
ル
）
の
望
遠
鏡
は
、
１
９
４
８
年
ま

で
、
世
界
最
大
の
天
体
望
遠
鏡
で
あ
っ
た
。

一
時
引
退
し
た
が
、
最
新
の
電
子
部
品
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
を
と
り
入
れ
、
空
気
の
揺
ら
ぎ
に
よ
る
光
の
屈

折
を
修
正
す
る
「
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
テ
ィ
ク
ス
」

装
置
を
設
置
し
て
、
復
活
し
た
。
こ
れ
は
、
天
文
台

の
機
械
構
造
や
制
御
系
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
最

新
技
術
の
受
入
れ
を
可
能
と
す
る
「
品
質
」
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
近
の
天
体
望
遠
鏡
は
、
50
年
の
設
計
寿
命
が
普

通
で
あ
る
。
完
成
時
に
最
高
の
性
能
を
持
つ
だ
け
で

な
く
、
つ
ね
に
、
最
先
端
技
術
を
と
り
込
む
こ
と
の

で
き
る
強
健
性
（
ロ
バ
ス
ト
性
）
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。「
ロ
バ
ス
ト
」
は
外
乱
変
動
に
強
い
、
と
い
う

意
味
の
技
術
用
語
で
、「
品
質
」
の
要
件
に
も
な
る
。

「
社
会
的
責
任
」
か
ら

品
質
の
意
味
を
問
い
直
す

現
在
は
「
ウ
ェ
ブ
の
時
代
」
で
あ
る
。「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
」
や
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
な
ど
の
、
手

元
に
あ
る
端
末
機
器
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接

続
が
、
ど
こ
か
ら
で
も
可
能
な
、「
常
時
接
続
」
の

世
界
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
時
代
を
代
表
す
る
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
「
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」
が
、
独
裁
国
を
変
革
さ
せ
る
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
証
明
さ
れ
た
。

し
か
し
、
若
者
た
ち
が
移
動
す
る
電
車
な
ど
で
、

携
帯
端
末
の
受
動
的
な
動
画
画
面
に
没
入
し
、
貴
重

な
時
間
を
費
や
し
て
い
る
の
を
目
に
す
る
と
、「
常

時
接
続
」
が
社
会
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
し
て
い
る

の
か
、
疑
問
に
思
う
。

創
造
力
を
養
う
に
は
、
自
主
的
な
思
考
が
必
要
で

あ
る
。
第
２
の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
に
な
ろ
う
と
す
る
多

く
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
起
業
家
の
活
力
が
、
か
え
っ
て
、
多
数

の
若
者
か
ら
思
考
の
た
め
の
時
間
を
奪
っ
て
い
る
。

我
々
は
、「
よ
い
品
質
」
の
意
味
を
、「
社
会
的
責

任
」
の
観
点
か
ら
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に

い
る
。

１
９
９
０
年
代
、
国
際
標
準
化
機
構
の
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
で
企
業

が
大
騒
ぎ
を
し
た
。
そ
し
て
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
に
移
っ
た
。

現
在
の
企
業
は
社
会
的
責
任
を
求
め
ら
れ
る
。
Ｉ

Ｓ
Ｏ
は
初
め
、
こ
れ
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（C

orporate 
Social R

esponsibility

）
と
呼
ん
で
い
た
が
、
社

会
的
責
任
は
、
官
民
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
組
織
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
（
法
人

組
織
の
）
の
Ｃ
を
と
り
去
り
、
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
11
月
に
「
社
会
的
責
任
（
Ｓ
Ｒ
）
に
関
す
る

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
を
発
行
し
た
。

こ
れ
ら
の
規
格
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
品
質
面
で

社
会
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
企
業

は
伝
統
的
に
「
品
質
」
を
大
切
に
し
て
い
て
、
現
在

も
「
品
質
」
で
は
、
世
界
の
お
手
本
に
な
っ
て
い
る

と
、
読
者
の
方
々
も
信
じ
て
い
る
と
思
う
。

し
か
し
世
の
中
は
動
い
て
い
る
。
す
べ
て
の
格
付

け
は
20
年
た
て
ば
変
わ
る
。
20
年
を
２
回
繰
り
返
す

と
、
ま
っ
た
く
異
な
る
状
況
が
現
れ
る
。

日
本
製
品
の
品
質
に
は
信
用
が
な
か
っ
た

筆
者
は
、
半
世
紀
前
に
製
造
業
の
企
業
に
入
社
し

た
が
、
そ
の
と
き
に
「
社
是
」
と
し
て
教
え
ら
れ
た

の
が
「
品
質
奉
仕
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。

当
時
、日
本
の
工
業
製
品
の
品
質
は
信
用
が
な
く
、

「m
ade in U

SA

」
が
高
品
質
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
。

多
く
の
日
本
企
業
は
、
欧
米
製
品
の
ラ
イ
セ
ン
ス
生

産
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
時
代
に
「
品
質
」
を
社
是

と
し
た
の
は
、
先
進
国
に
追
い
つ
こ
う
と
す
る
願
望

の
表
れ
だ
っ
た
と
思
う
。

初
め
て
米
国
に
出
張
し
た
と
き
に
、
日
本
製
自
動

車
は
加
速
性
能
が
悪
く
、
米
国
の
高
速
道
路
（
フ
リ

ー
ウ
ェ
イ
）
に
入
る
の
は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
た

の
を
思
い
出
す
。

以
前
こ
の
コ
ラ
ム
で
紹
介
し
た
が
、
米
国
電
気
電

子
学
会
（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）
が
選
ぶ
「
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
マ
イ
ル

ス
ト
ー
ン
」
と
い
う
顕
彰
制
度
が
あ
る
。
世
界
に
先

駆
け
た
技
術
で
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
た
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。

日
本
で
は
、１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
完
成
の
「
東

海
道
新
幹
線
」
と
「
富
士
山
頂
レ
ー
ダ
ー
」
が
、
２

０
０
０
年
に
こ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
に
認
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
１
９
６
３
年
完
成
の
「
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
旧

茨
城
衛
星
通
信
セ
ン
タ
ー
」
は
２
０
０
９
年
に
、「
黒

部
川
第
四
発
電
所
」
は
２
０
１
０
年
に
認
定
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
革
新
的
な
先
端
技
術
を
採

用
し
て
い
る
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
土
木
か
ら

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ま
で
の
広
い
領
域
に
わ
た
る
技
術
を

統
合
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
点
で
あ
り
、
同
時
に
、

電
力
、
情
報
通
信
、
交
通
、
気
象
予
測
と
、
生
活
に

密
着
す
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
従
来
よ
り

も
「
高
い
品
質
」
で
提
供
し
た
点
に
あ
る
。

日
本
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
よ
る
壊
滅
状
態
か

ら
20
年
で
、
国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
製
品

を
い
く
つ
も
つ
く
り
上
げ
た
の
だ
。


